
ウイスキーの小瓶販売・量り売り市場は、消費者の多様化ニーズと気軽にプレミアムウイスキーを試
したいという需要に支えられ、急速な成長を遂げている。株式会社トゥールビヨンの競合分析とし
て、PEST分析、3C分析、SWOT分析の三つのフレームワークを用いて、市場における10社以上の直
接競合の包括的な分析を行う。

日本におけるアルコール類の販売は、酒税法により厳格に規制されている 。ウイスキーの量り売り
には、通常の酒類販売業免許に加え、詰め替えのための特別な届出が必要となる 。多くの店舗で
「量り売り」とされているウイスキーは、実際には「詰め替え販売」に該当し、販売業者が仕入れた
お酒をあらかじめ別の容器に小分けして販売する行為として定義されている 。

ウイスキーを含むアルコール類のWeb広告には厳格な規制が存在する 。Google、Yahoo!、
Facebook、LINE、Twitterなどの主要プラットフォームでは、20歳以上へのターゲティング設定と
「お酒、飲酒は20歳を過ぎてから」の文言表示が義務付けられている 。これらの規制は、すべて
の競合企業のマーケティング戦略に大きな影響を与えている。

日本のウイスキー市場は2024年に43億米ドルに達し、2025年から2033年の間に年平均成長率
（CAGR）6.1%で成長し、2033年までに73億米ドルに達すると予想されている 。プレミアムウイ
スキーや限定品への需要が高まっており、量り売り市場もこの成長に牽引されている。

量り売りサービスは、高額なウイスキーを手頃な価格で試せるという経済的メリットを提供している
。例えば、10万円以上するウイスキーも、量り売りなら数千円で試すことができる 。しかし、

1ml当たりの単価は通常のボトル購入より高くなる傾向にある 。

ウイスキー小瓶販売市場における競合分析

政治・法的環境分析（PEST分析：Political & Legal）

アルコール規制の影響
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デジタル広告規制

[1]

[1]

経済環境分析（PEST分析：Economic）

市場成長と価格動向
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消費者の購買力とコスト意識
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社会・文化環境分析（PEST分析：Social & Cultural）



日本ではウイスキーを「勉強する」文化が定着しており、様々な銘柄を少量ずつ試したいという需要
が高まっている 。コロナ禍によるおうち時間の増加により、自宅でのウイスキー楽しみ方が多様化
している 。

量り売り店舗では、マイ容器の持参を推奨するところが多く、「ごみが出にくく環境にやさしい」と
いうメリットを感じる利用者が増えている 。

多くの競合企業がYouTubeやSNSを活用したコンテンツマーケティングを展開している 。ウイス
キー紹介YouTubeチャンネルの影響は大きく、紹介された銘柄が市場から瞬時に消えることもある
。

京都に本社を置く同社は、2021年7月にウイスキー量り売り専門サービス「WHISKY FLIGHT」を開
始した 。50ml単位での販売を基本とし、シングルカスクセットなどの専門性の高い商品を提供し
ている 。価格帯は5,980円から11,980円程度で、テーマ別セット販売に特化している 。

神戸にある老舗酒販店で、100ml・200mlの量り売りを中心に展開している 。300種類以上のウ
イスキーを取り扱い、店頭での有料試飲サービス（10ml100円から）も提供している 。オールド
ボトルも30種類ほど店頭で試飲可能という独自の強みを持つ。

30mlおよび100mlでの量り売りを行い、約400種類のラインナップを誇る 。厚岸や井川蒸溜所な
どの人気ジャパニーズウイスキーを中心に、希少品も多数取り扱っている 。1～3日以内の迅速な
発送を特徴としている。

仙台駅前のBaPhareと連携し、30ml/50mlでの量り売りを行う 。約250種類のアイテムを取り扱
い、一般的なオフィシャルボトルからマニアックなボトラーズ品まで幅広いラインナップを持つ
。

ウイスキー文化の変化
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環境意識の高まり
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技術環境分析（PEST分析：Technological）

デジタル化とコンテンツマーケティング
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市場・競合分析（3C分析：Company & Competitor）

主要競合企業の詳細分析

1. WHISKY FLIGHT（株式会社イズミセ）
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2. 頃末商店（神戸）
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3. whisky matsuya
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4. Vin et Bonheur
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ウイスキーアドバイザー・吉村宗之氏が店長を務める専門店 。ネットでは買えない現品限りのレ
アものが並び、店舗オリジナルのブレンデッドウイスキーも量り売りしている 。

1,200種類超のウイスキーを取り扱うバー＆ラウンジ 。15mlまたは30mlでの販売単位で、100ml・
150mlの持ち帰り用容器も販売している 。非日常的な体験価値を重視した店舗運営が特徴。

300種類以上の銘柄を50ml（レア銘柄は100ml）から量り売りする専門店 。10ml単位での追加
販売にも対応し、細かなニーズに応える柔軟性を持つ。

大手家電量販店による50mlミニチュアボトル販売 。シーバスリーガル12年（498円）からカバラ
ンシェリーカスク（1,750円）まで幅広い価格帯で展開している 。大手の信頼性と物流網を活かし
た安定供給が強み。

30mlから90mlまで、30ml単位での量り売りを行う地方酒販店 。YouTube情報に敏感で、紹介さ
れた銘柄をいち早く仕入れる機動力が特徴 。量り売り開始後、来店客数が倍以上に増加している
。

サブスクリプション形式で月1～2本のウイスキーを配送するサービス 。会員数を先着10名に限定
し、希少なウイスキーの提供に特化している 。

月額3,980円から50ml×4本以上を配送し、テイスティング動画と専用ノートを提供する 。世界中
のウイスキーを月テーマに合わせて選定している。

月額3,960円で30ml×5本を配送し、縛りなしでの利用が可能 。

5. M's Tasting Room（東京・板橋）
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6. TOKYO Whisky Library（東京・表参道）
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7. Whisky Shop Sip（大阪・なんば）
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8. ビックカメラ.com
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9. 株式会社横山（新潟・三条市）
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10. 有限会社ヤギ・リカーズ
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サブスクリプション系競合

ザ・ウイスキー・スタジオ
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YUI Whisky
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顧客分析（3C分析：Customer）

http://xn--lckh3d1ctd3b.com/


ウイスキー量り売り市場の主要な顧客層は、「一度飲んでみたいけれど、ボトル1本は多い」「1本買
うには高いけれど、100ml分なら手が出せる」「ウイスキーを最近飲み始めたから好みを知りたい」
という消費者である 。

顧客は複数銘柄の飲み比べや、高額ウイスキーのテイスティング目的での購入が多い。コレクション
目的ではなく、味の確認や学習目的での利用が中心となっている 。

量り売り店舗の増加により、全国的に市場が拡大している。特に東京、大阪、神戸、仙台、新潟など
都市部を中心に競合店舗が集中している。

レアボトル・オールドボトル特化戦略: 株式会社トゥールビヨンは、定番商品ではなくレアボトルや
オールドボトル、発売されたばかりの新製品に特化することで、他社との明確な差別化を図ってい
る。これは市場で最も価値の高いニッチ領域への集中戦略である。

YouTube連動コンテンツ: 詳細なテイスティングコメントとYouTube動画の連動は、単なる販売を超
えた教育的価値を提供している。ウイスキー市場ではYouTubeの影響力が非常に大きく 、この戦
略は競合優位性の源泉となり得る。

リスク軽減価値の提供: 高価で評判のわからない商品を小瓶で提供することで、消費者の購買リスク
を大幅に軽減している。これは特にレア商品においては他社にない価値提案である。

市場認知度: 既存の競合と比較すると、市場での認知度や実績が不足している可能性がある。特に
WHISKY FLIGHTや頃末商店などの老舗競合と比較すると、ブランド力で劣位に立つ可能性が高い。

物流・運営規模: 大手競合のビックカメラ.comと比較すると、物流網や運営規模で劣る。安定供給や
配送効率の面で課題を抱える可能性がある。

市場成長: ウイスキー市場の年平均成長率6.1% という成長環境は、すべての競合にとって追い風と
なっている。特にプレミアムウイスキー需要の拡大は、レア商品特化戦略にとって非常に有利な環境
である。

デジタルマーケティングの進化: YouTube、SNSを活用したコンテンツマーケティングの重要性が高
まっており、既存の動画コンテンツ戦略を拡大する機会がある。

地方市場への展開: 現在競合が集中している都市部以外の地方市場には、まだ未開拓の機会が残され
ている。

ターゲット顧客層の特徴
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購買行動パターン
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地理的分布

自社の強み・弱み分析（SWOT分析）

自社の強み（Strengths）
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自社の弱み（Weaknesses）

市場機会（Opportunities）
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法規制の厳格化: アルコール販売に関する法規制の変更や、量り売りに関する規制強化のリスクが存
在する 。

競合の激化: 既存競合の事業拡大や新規参入により、市場競争が激化する可能性が高い。特に
WHISKY FLIGHTは積極的な商品拡充を行っており 、脅威となる。

原料調達の困難: レアボトルやオールドボトルは限定品であるため、安定的な調達が困難になるリス
クがある。

市場調査の結果、各社の価格戦略には明確な違いが見られる。WHISKY FLIGHTは50ml×6本セット
で5,980円～11,980円 、ビックカメラは単品50mlで248円～1,750円 、whisky matsuyaは厚岸
立夏30mlで2,000円 など、商品の希少性と容量によって大きな価格差が存在する。

レア商品に特化する戦略において、価格は品質と希少性の指標として機能するため、適切なプレミア
ム価格設定が重要となる。競合分析から、50ml当たり1,000円～3,000円程度の価格帯が、レア商品
市場での適正価格範囲と推測される。

頃末商店は300種類以上 、Vin et Bonheurは約250種類 、Whisky Shop Sipは300種類以上
と、多くの競合が幅広いラインナップで差別化を図っている。一方で、WHISKY FLIGHTはテーマ別
セット販売 、トゥールビヨンはレア商品特化と、専門性での差別化も有効な戦略となっている。

YouTube等の影響により、人気銘柄の調達競争は激化している 。レア商品特化戦略においては、
独自の調達ルートの確立が競合優位性の鍵となる。

アルコール広告の規制により、すべての競合が同様の制約下で競争している 。この状況下では、コ
ンテンツマーケティングとSEO対策が重要な差別化要素となる。YouTube連動戦略は、この制約環境
下での効果的なアプローチといえる。

脅威（Threats）
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価格戦略分析

競合価格比較
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価格設定の戦略的示唆

ラインナップ戦略分析

商品構成の多様性
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商品調達戦略
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広告・マーケティング戦略分析

デジタルマーケティングの制約と機会
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TOKYO Whisky Libraryの「非日常体験」 、M's Tasting Roomの「専門家による選定」 など、
各社が独自のブランドポジショニングを確立している。トゥールビヨンの「レア商品専門」「教育的
価値」というポジショニングは、明確で差別化された戦略である。

株式会社トゥールビヨンの「レア商品特化×YouTube連動」戦略は、市場において明確な差別化要素
となっている。競合分析の結果、この組み合わせを実践している直接競合は存在せず、独自のポジシ
ョンを確立できている。

YouTube連動戦略をさらに強化し、SEO対策とコンテンツマーケティングを組み合わせることで、法
規制下でも効果的な集客が可能である。特に、レア商品に関する専門情報の発信は、競合他社では提
供困難なコンテンツとなり得る。

市場成長率6.1% という拡大環境下で、レア商品という高付加価値セグメントへの特化戦略は、新
規参入においても有効である。ただし、商品調達力とコンテンツ制作能力が成功の鍵となるため、こ
れらの能力構築が前提条件となる。競合分析の結果、現在のポジショニング戦略は市場において優位
性を持つと評価できる。

⁂

ブランディング戦略
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結論と戦略的提言

差別化ポイントの明確化

Web集客の改善提案

新規参入の可否
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